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四
、
職
工
組
合
を
法
人
團
體
と
し
、
J

i

#
に
損
害 

.

^

對
ず
る
責
任
を
負»

し
め
ま
る
可
-

&

ら
#
。.

.:
'

五
、
決
定
を
解®

ず
&

方
法
なs

:

る
可
か
ら
卞
。

第

1

は
勞
働
者
恥
調®

局
に
於
け
る#

論
の
要
領
を
. 

知
ら
卞
、
全
部
の
決
定
を
通
讀
せ
支
、
單
に
黨
與
の
片 

言
を
聽
き
<

、
誤
解
を
懷
ぐ
の
弊
を
指
摘
し
杧
る
名
の 

に
し
て
、
此
點.
に
就
て
は
政
府
亦
顧
み
各
所
あ6

、
事 

實
诞
に
決
定
を
公
表
す
る
に
至
れ6

。

第1
1

の
非
難
は̂

8

者
侧
の
.攻
擊
に
替
へ
允
.る
所
を 

終
じV

、

之
に
當
る
を
得
べ
し
。
第
三
の
非
難
は
要
す 

る
に
、
屯
生1

者
よ
6
罰
金
に
充
つ
可
き
金
額
を
豫 

鈉
せ
し
む
る
の
意
な
れ
と
名
、
，資
力
缺
乏
せ
る
の
'故
を 

以V

、
高
率
の
賃
銀
を
得
ん
と
し
て
、
霞

を

行

ふ

者

よ 

6
斯
る
徵
收
を
爲
す
は
困
難
な
6
0 .
31

職
エ
組
合0
役 

員
を
所
前
す
る
の
說
あ
れ
ど
名
、
斯
の
如
き
は
勞
働
者 

の
調
蜜
法
に
對
す
る
反
感
を
釀
成
す
る
の
外
に
、
得
る 

所
.な
し
。
第
四
の
點
は
職

H

組
合
に
關
す4
法
制
に
重 

大
な
る
變
萆
を
如
か
る
名
の
に
し
て
、
輕
々
に
斷
定
す る

能
は
梦
。
第
五
の
點
に
就
て
は
、
涵
に
論
述
し
^
る 

所
の
如
し
。

.

.

.

 

,

' 

.

之
を
要
す
る̂

粉
議
調
查
法
の
主
眼
は
當
事-̂
強
に
'
' 

公
衆
を
しy

紛
饑
0

具
0-

を
知
ら
し
め
、
此
知
識
に
基 

き
、
偶
々
發
生
し
把'
る
紛
議
に
對
し<

、
公
平
な
る
判
， 

斷
を
下
3

じ
む
る
の
一
事
に
存
し
、
紛11
の
初
期
に
於 

v

、.
平
靜
な
る
騎
論
梆
究
を'重
构
る
财
爲
め
に
、
同
盟. 

褪
業
、
同
盟
解
傭
を
防
遏
し
得t<
:
る
こ
と
少
な
し
と
せ 

梦
。
而
し
て
調
丧
法
の
下
に
、
調
査
局
の
組
織
せ
ら
る 

る

1

事
ft

當
事
者
t

し
て
.自
發
的
に
事
件
を
解
決
す
る 

に
努
力
せ
し
む
る
の
效
巣
あ
る
こ
と
？
亦

之

を

觀

め
.̂ 

る
可
が
.

ら
岁
0

之
を
公
衆
の
見
地
よ6

云
は
ん
於
、
公 

衆
は
同
盟
_

業
若
し
く
は
同
盟
解
傭
に
就
<
何
等
利
益 

す
る̂
5

^

の
.

に
非
少
、
調
査
法
に
依
て
、
事
端
を
防
ぐ
は 

彼
等
の
利
益
と
す
る
所
な6

。
傭
者
の
見
地
よ6

云
は 

ん
沪
、
調
赍
法
は
業
務
の
細
目
に
何
等
の
千
渉
を
加
へ 

ず
、
寧
ろ
同
盟
罷
業
を
抑
壓D

、
.
叉
は
其
結
果
を
速
に 

し

、-'
同
情
的
罷
業
の
發
生
を
杜
絕
し
て
、
業
^

の
進
行

を
繼
續
せ
し
む
る
の
利
益
あ6

。
而
し
て
最
後
に
被
傭 

#

の
利
害
に
就
て
考
ふ
る
に
、
波
等
は
調
査
•法
あ
る
於 

故
に
、
正
當
な
る
不
平
を10:

間
に
公
に
し
、
之
に
對
し 

て
判
斷
を
成
む
る
の
機
會
を
供
へ
、
妄
に
同
情
的
擺
業 

に
千
與
せ
次
る
に
至
る
可
し。

•

上
記
報
告
書
に
は
附
錄
と
し

V
、

千
九
百
七
年
の
エ 

■
霞

調

棄

法

、

千

九

百

年

の

'
和
解
法
千
九
百
一
一
一
年
の 

鐡
道
勞
働
紛
饑
法
诞
に

H

業
紛
議
調
赍
法

y

關
し
て
®
 

出
せ
ら
れ
杧
る
訴
訟
判
決
文
を
添
付
し
杧

6
。
識
く
有 

益
の
文
字
、
有
用
の
法
規
に
し
て
、
工
業
政
策
叉
は
勞
働 

問
®
研

究

者

の一
靜
せ
^
る
^
か
ら
» '
る
？

の
な6
。

國

家

と

治

體

ネ

目

次

；

I

、
英
國
系
の
自
治
體
監
督
制
度 

ニ
、
大
陸
系
の
自
治
體
監
督
制
度

三
、
固
有
事
務
と
委
任
雜
務
'

.:

四
、
自
治
體
監
膂
權
の
作
用
：

五
"
靜
盼
監
齋
作
用

(

ィ〕

視
察
行
爲 

(

ロ)

要
求
行
爲 

六
、
，動
的
監
督
作
所

(

辽〕

%

前
監
督- 

C

ィ)

認
可 

?

ノ
決
定■

(

ハ)
e

治
體
の
意
姐
作
成

o

y

:

奮
監
督
：

.
(

ィ〕

；
積
遍
的
下
命
行
爲::.

消
極
的
■下
命
象
へ 

(

ハ)

逋
接
强
制 

(
o

解
散
及
び
懲
戒，
-

'

田

M\

錄

癸



i
、
薩

菜

の

&
治
體
驟
督
制
廋 

題
し
.

y

國
家
4

自
治
體
と
云
ふ.
名
、
、爱
に
は*

ら
自 

治
體
に
.

對
す
る
國
家
の
監
督
作«

を
讀
#

ん
と
す
。
自 

治
體
に
對
す
る
國
家
の
監
督
制
度
に
は

〗
I

大
系
統
有
ろ 

1

系
の
制
度
及.
び
大
陸
系
の
制
度
卽
ち
是
な6

。
今 

前
者
ょ
6

敍
べ
ん
に
、®

(c

於
て
は
自
治
體
ゆ
.事
務 

は
國
會
の
法
律
に
依
ろ
精
細
遺
漏
な
き
迄
に
規
定
せ
ら 

る
石
の
例
也
。
乃
ち
自
治
體
に
對
す
る
立
法
府
の
監
督 

甚
だ
嚴
密
'

な
る
？
ゆ
之
有
る
於
故
，、
•元
來
行
政
權
に 

對
し
て
自
治
體
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し 

fc

る
固
有
事
務
の
觀
念
は
發
達
せ
ぎ
み
き
。
抑
？
自
治 

體
の
‘

固
有
事
務
な
る
觀
念
を
，氣
み
*
る
は

一

七
八
九
年 

の
佛
蘭
西
大
萆
命
を
蘭
成
し^

る
天
！
a

人
權
の
思
想
に. 

外
な
ら̂

、
卽
ち
行
政
權
に1

し
て
個
人
の
自
由
と
權. 

利
と
を
保
障
せ
ん
と
す
る
精
神
は*

<

國
權
に
對
し
<

 

自
治
體
の
自
由i

權
利
i

を
保
障
す
.る
の
思
想
を
產
み 

し
な
6

。
3

れ

ば一

七
八
九
年
の
憲
法
制
定
議
會
'が
進 

ん
で
舊
來
の
地
方
制
度
を
打
破
し
、
之
に
代
ふ
る
に
民

主
的
の
制
度
を
以<
し
^
る
は
毫
？
怪
し
む
に
足
ら
梦 

1

七
八
九
年
の
法
律
は
地
方
自
治
體
を
小
共
和
國
と
し 

て
處
理
し
、"
H

は
其
の
®
員
を
自
か
ら
選
任
す 

る
は
勿
論
、
葡
く
？
市
町#
固
有
の
事
務
に.對
し
<
は 

國
家
官
廳
の
容
錄
を
絕
對
に
否
認
し
把
6

0參

i

 

^

^
系
の
制
度
に
於
て
は
、
特
に
自
^
fl
i
の
固
有
事
務 

を
認
め
ず
、
卽
ち
自
治
體
は
獨
立
の
人
格
者
と
し
て
公 

緦
せ
ら
れ
、
財
産
を
所
有
し
、

SI

訟
に
於v

原
告
^

6へ 

被
告
把
る
の.權
科
を
7|
:
離
せ
ら
.る
、
名
、
特
に
固
有
事 

務
の
範
圍
を
有
せ
ず
、
是
れ
所
謂
立
法
的
中
央
監

1

 

度
の
結
果
に
外
な
ら̂
る
な
6
。

然
れ
ど
ぢ
斯
の
制
度
を
嚴
格
に
維
持
す
る
乙
と
の
困 

難
な
る
は
英
國1C
於
け
る
實
例
の
明
か
に
立
證
す
る
所 

に
しV

、
又
實
に
十
九
世
紀
中
英
國
の
她
方
政
治
に
顧 

著
な
る
變
調
を
見
る
に
至6

し
所
以
な
6

。
英
國
の
地 

方
自
治
體
は
十
九
世
紀
の
，初
葉
に
、至
る
ま
で
殆
ん
ど
全 

く
中
央
政
府
の
指
揮
監
督
を
蒙0

る
こ
i

な
く
、
地
方 

警
察
、
保
健
行
政
、
救
貧
事
業
、
道
路
橋
梁
の
建
設
修

^

n

n

sss
g
s
s
s
3
3̂
^̂
5
s
:
:
:
u
;
:;
l
£̂

s.=

K-^̂
:
:
::
:
,
r
n
g

yJ
k=Ĥ

:
5

r:-:
.
,̂
!
:
:
:
r
f
s
;
s
s
;
;
g
z
s
;
s
s
:
£
Z
Ê
:
:
l
:
&
a
L
.
:
:
B
Ŝ

繕
等
は
無
爲
無
能
な
る
治
安
判
事
に
委
せ
ら
れ
、
其
他 

の
事
業
亦
自
治
體
の
機
關
に
十
任
せ
ら
れ
し
か
ば
、
地 

方
政
府
は
行
政
上
殆
ん
ど
無
制
限
の
自
由
を
•

し̂
 

/

ノ
、
然
る
に
經
濟
的
祉
會
的
大
革
命
と
共
に
都
市
の
事 

業
名
亦
益
々
多
岐
多
端
な
ら
んi

せ
し
肪
に
際
し
、
自 

治
行
政
の
腐
敗
甚
だ
し
き
？
の
あ
ろ
し
か
ば
、
玆
に
行 

政
的
中
央
監
督
制
度
確
立
の
機
邋
を
促
進
し
、

一
八
三 

四
年
の
大
救
貧
法
は
乃
A

同
法
の

施
行
に
關
し
中
央
委 

員
會
を
設
置
し
杧
る
、％
、
是.れ
卽
ち
今m

の
地
方
局
の 

前
身
^

斯&

る
機
運
に
乘b

て
新
に
創
設
せ
ら
れ 

允
る
中
央
監
督
機
關
數
多
有6

、
是
に
於
て
平
、、
旣
設 

の
機
關
亦
新
に
權
限
を#

y
、

新
設
の
機
關
と
共
に
地 

方
自
治
體
に
對
す
る一

部
の
監
督
權
を
行
使
す
る
に
至 

れ
6

0

此
の
蓄
地
方
政
治
の
變
調
は
卽
ち
英
國
舊
來 

の
制
度
よ
6

大
睦
系
の
制
度
に
接
近
し
*
る
こ
と
を
意 

学

る

？
の
な
る
於
、
英
國
今
日
の
制
度
と
大
陸
系
の 

制
贬
と
を
比
較
せ
ば
、
其
の
間
傲
大
な
る
徑
庭
の
存
す 

る
名
の
あ
る
を
如
る
ベ
し
。
英
®'-
1C
於
て
は
法
律
上
の

權

限

に

於

て

、

將

杧

叉

實

際

の
#

力

に

於

て

、

#

佛

の 

內

務

省

に

|2
£

緻

す

る

宫

廳

存

ぜ

少

、

叉

英

國

に
«

佛
_

 

西

の

。プ

レ

ブ
x

丨

乃

至

普

魯

西

の

レ
.ギ

ー

ル
ン 
'ダ

ス
プ 

|

レ
'シ

デ

ン

ト

10
相

當

す
.る

官
^
3̂
有

ら
^

。

英

國

政

府

_の 

\

自

治

體

監

督

制

度

は

外
.形

^
:
於

て

次

陸

の

制

度

に

接

近
 

|

し
^

る

が

如

き

％

の

あ

る

？

、

其

の

精

神

に

於

て

は

雨
 

者

做

ほ

相

去

る

こ

と

甚

だ

遠

し

と

|0
务

可

し

。

H
、

天
睦
系
0

自
治
體
豔
督
制
麼 

英
國
に
在
ろ
て
は
地
方
自
治
先
づ
發
達
し
て
、
然
る 

| 

.後
行
畋
的
中
央
監
督
制
度
の
發
達
を
見
杧
る
？
、
大
陸 

一
に
在
つ
て
は
則
も
然
ら
少
。
先
づ
策
固
な
る
行
政
權
發 

一
達
し
て
然
る
後
、
徐
々
に
地
方
自
治
の
發
達
を
見
杧
る 

\

>x
6
。
襖
言
す
れ
ば
、
英
國
に
於
て
は
行
政
的
中
央
監 

一
督
制
度
は
極
端
な
る
行
政
的
地
方
分
權
制
度
の
結
果
i
 

\

し
て
發
達
し
、
大
陸
に
於
て
は
地
方
自
治
は
極
端
な
る 

抒
政
的
中
央
集
^

^

0
結
果
£
し
'1
:
發
達
し
杧
6
し 

な
6

。
英
國
人
は
涙
を
呑
ん
で
舊
來
の
地
方
自
治
に
關 

'
.す
^
傅

說

を

鎌

し
"

m
t:
行
政
監
督
制
度
を
承
認
し



f

i

 

等

大

睦

諸

國

の

政

府

は

淚

を

呑

ん

で

舊S

は
あ
れ
旣
に
大
陸
系
の
監
督
制
度
を
採
用
せ
石
以
上

來
の
特
糨
を̂

^

し
、
以
て
地
方
自
治
の
原
則
を
或
る 

程
度
ま
で
承
餺
し
把
ろ
。
大
睦
諸
國
の
政
府
舣
一
方
地 

方̂

*

主
義
を
認
释
す
る
と
共
に
、
他
方
國
家
的
利
害 

に
關
係
せ
•る

1

切
の
事
®
に
對
す
る
國
家
の
千
涉
權
を 

巧
み
に
留
保
し
杧
る
は
獲
に
故
あ
る
事
な
6

。

獨
佛
の
議
會
及
び
英
國
の
議
會
の
自
治
體
に
■
す
る 

地
位
は
、
其
の
間
雲
泥
月
鼈
の1

有
ろ
と
申
す
ぢ
過 

言
に
あ
ら
す
。
大
陸
に
於
て
は
立
法
府
は
穴
し
く
確
乎 

把
る
地
步
を
占
む
る
能
は
步
、
徒
ら
に
行
政
府
を
し
て 

其
の
威
を
恣
に
せ
し
め
杧
る
結
果
は
自
治
體
に
對
す
ふ 

立
法
的
.

監
督
制
度
の
發
達
を
阻
业
し
祀
る
に
反
し
、
英 

國
の
立
法
府
は
其
の
傳
來
的
の
權
能
に
依
つ
て
地
方
行
：
 

政
上
に
充
分
な
る
監
督
を
加
へ
、
却
つ
て
行
政
的
監
«

 

を
全
然
閑
却
し
杧
る
の
嫌
あ6

し
な
6

。
我
が
國
は
勿 

論
大
陸
系
の
制
度
を
採
用
せ6

と
雖
名
、
帝
國
憲
法
は 

千
}©

四
十
八
年
十
一
月
五
日
の
普
國
憲
法
の
如
く
、
地 

方
團
體：

の
國
家
，に
對
す
る
自
然
法
的
權
利
を
保
障
せ
ず

所
爾
固
有
事
務
、
委
任
事
務
の
區
別
を
爲
す
0

0

f

o

 

H

、
固̂

事
翳
と
_
炫
寧
赘 

大
陸
系
の
自
治
體
監
督
制
度
を
採
用
せ
：る
諸
國
に
於 

ては、
固有事務事務

i

を
區
別
す
るt

極
め 

て
肝
喪
な
6

、
何
と
な
ル
«
自
治
體
の
固
有
事
務
は
法 

律
を
以
て
將
に
嚴
密
な
る
規
定
を
設
け
次
る
限
6

、
其 

の
*

»

Q

m

fr

に
付
き
，、
政
府
若
く
は
其
の
代
表
者
の 

干
涉
を
蒙
む
るt

な
き
を
本
則
と
す
る
？
、
委
任
事
務 

に
在
々
て
は
自
治
體
及
び
其
機
關
は
委
任
の
趣
意
：に
.從 

ふ
て
之
を
施
行
せ3'
'

る
可
/;
>

ら
次
る
の
義
務
を
負
ふ
可 

く
、
若
し
委
任
事
務
に
就
き
自
治
體
に
過
失
之
有
る
拇 

は
、
當
該
自
治
體
に
於
て
其
の
費
用
を
支
辨
せ
き
る
可 

か
ら
ず
。
國
税
徼
收
法
散
八
條
に
市
町
村
胗
避
く
可
於 

ら
次
る
炎
害
に
因6

旣
收
の
税
金
を
失
ひ
杧
る
峙
は
其 

の
事
實
を
證
明
し
、
大_

大
£!
に
桃
金
送
付
の
責
任
の 

免
除
を
請
ふ
可
き
と
を
規
定
せ
る
は
全
く
之
^

爲
：

§

な 

A

V

O

然
ら
ば
則
ち
固
有
事
務
と
委
任
事
務
と
の
.區
別
は

如
何
、
學
者
間
に
多
少
異
論
の
存
す
る
所
な
る
名
、
左
0

 

一一

點
は
兩
者
を
區
別
す
る
根
本
の
條
件
な
6

と
信
梦
D

: 

(
I
)

固
有
事
務
は
自
治
體
の
存
获
と
密
接
離
る
可
. 

於
ら
^
る
の
關
係
に
在
る
名
の
に
し
て
、
換
言 

す
れ
ば
固
有
事
務
は
自
治
體
存
立
の
目
的
^

^

V

 

又
其
の
生
命̂

る̂

p

の
な
4

。
之
に
反
しv

委 

任
事
務
を
失
ふ
？
、
自
治
體
存
立
の
基
礎
に
は 

何
等
の
影
響
あ
る
こ〜

*

な
し
。

(

ニ)

國
家
若
く
拟
上
級
自
治
體
の
委
任
に
基
き
、 

其
の
機
關
と
しy

行

ふ

所

の

は
#

任
事
務 

に
し
て
自
治
髋
好
獨
立
のA

格
者
と
しv

行
ふ 

,

,

所
の
事
務
は.
启
希
體
の
周
有
事
務
な-C

N
O

 

固
有
事
務
、
委
任
祺
務
の
區
別
と
相
诞
ん
で
必
要
な 

る
名
の
を
必
要
事
勝
及
び
隨
意
事
務
の

I

し

な
す
。 

必
要
事
務
と
は
自
治
體
似
法
律
上
行
は
次
る
可
於
ら
次 

る
所
の
事
務
を
云
ふ
。
從
つ
て
自
治
體
は
其
の
祺
務
の 

執
行
伫
付
て
決
定
の
自
由
を
制
限
せ
ら
る
、
伹
し
自
治 

體
は
其
の
事
務
の
就
行
手
段
に
就
い
て
任
意
處
分
の
權

能
を
有
す
.

る
に
i

有
6

9

任
意
處
分
—

の
範
11

は
法
律 

の
規
定
如
何
に
依
つ
て
廣
狹
あ
る
勿
論
な

6

。
之 

に
反
し
.

V

隨
意
事
務
は
自
治
懺
奴
法
律
上
行
；

5
.

得
る
所 

|

の
事
務
を
云
ふ
。
卽
ち
自
治
體
は
隨
意
事
務
に
就
s

<

 

は
之
を
執
行
す
る
の
義
務
を
負
は
次
る
な
6

。 

i 

四
、
自
治
體
駿
鐵
權
の
作
闲 

|

國
家
と
自
治
體
と
の
關
係
は
人
格
者
相
亙
の
關
係
な 

る
や
言
を
俟
杧
少
と
雖
名
、
@
治
馓
に
對
す
る
國
家
の 

監
督
作
用
の
中
に
は
機
關
監
督
の
性
質
を
布
す
る
名
の 

f

o

如
何
と
な
れ
ば
自
治
體
に
對
す
る
國
家
の
監
督 

作
用
は
其
の
固
有
事
務
に#

す
る
と
委
任
事
務
に
#
す 

る
と
に
由
6

<

全
く
越
を
異
に
し
、
、後
の
場
合
は
卽
ち 

機
關
監
督
を
以
て
律
す
る
こ
と
を
得
る
^P

、

前
の
®
合 

一
は
全
然
人
格
關
係
な
る
を
以
て
な6

。
自
治
體
は
番
任 

j

事
務
に
付
て
》
前
述
の
如
く
國
家
の
機
關
と
し
<
國
家 

の
事
務
を
行
ふ
名
の
に
し
て
、
之
に
對
す
る
監
督
は
上 

«

'©

廳
の̂

級
宫
廳̂

對
す
る
監
督
と
杂
く
性:1
を

1 

忙
す
る
名
の
な6

。
之
に
反
し
て
闽
有
事
務
の
範
圍
拘



に
於
て
ば
自
治
體
は
獨
立
の
人
格
者
に
し
て
、
此
の
場 

合
に
於
け
る
國
家
の
監
督
は
自
己
の
機
關
に
對
す
る
監 

督
に
あ
ら̂

し
て
、
獨
立
A

格
若
の
自
由
を
制
限
す
る 

こ
と
V

な
る
？
の
'■
«

れ
ば
、
駿
督
權
の
行
使
を
最
少
限

|

 

.

度
u

ih

む
るQ

必
喪
有
6

、
叉
從
.

つv

賢
際
に
監
督
權 

を
行
使
す
る
に
方6

て
は
飽
く
4

で
被
監
瞥
潜
の
人
格 

を
尊
重
し
、
其
の̂

督

作

用

は

違

法

な

，ち

^

る

乙

と

を 

K

勿
論
不
當
の®

M

.̂

之
有
る
可
/;
>

ら
梦
。

今
普
#

西
に
於
け
る
不
當
な
る
監
督
痄
用0

一
 

實
例
、
一 

を
示
さ
ん
に
人
口
十
萵
以
上
の
都
市
に
於
け
る
市
長
の 

候
^

!

を
選
楚
す
る
名
の
は
市#

な
る
於
、
市
長
の
選 

.

任
を
確
®

す
る
名
の
は
實
に
齓
王
な6

、
國
王
は
內
務 

，
大
臣
の
意
見
に
基
き
斯
の
將
權
を
行
使
す
る
の
例
に
し 

<
、
叉
通
常
個
人
的
乃
至
黧
派
的
利
害
に
左
右
せ
ら
る 

る
こ
と
な
き
名
、
先
年
：
5

#

市
會
舣
市
長
候
補
者
5:
.推 

ff
i

し
允
る
際
國
王
は
斷
々
手
と
し
て-±
を
'

^

許
せ
3'
'

-

6
 

し
t

あ
.C

V
W

此
の
«

$

は
苒
ぴ
同
ー
の
候
»
者
を
選 

定
し
杧
る
？
、

•

的
務
大
臣
は
同I

の
候
補
者
を
再
度
奏

)1

す
る
を
得
梦
と
て
敢
な
く
？
之
を
峻
报
し
^

6

、
斯 

く 

V

國
王
と
市
»

と
は
相
：反
目
す
る
に
至6

、
■市
長
の 

選
任
確
1
/E
it

さ
る
こ
と
久
しか

.
~
0
.

き
o

法
律
上
ょ
ろ
す. 

れ
ぱ
、
國

主
の
行
爲
は
非
難
す
可
き
に
あ
ら
少
°
 

法
律
上
の
權
限
を
適
法
に
行®

し̂

る
ま
で
な
る
名、

. 

市
長
.

の
選
任
の
如
き
自
治«
.

の
生
侖
に
洛
關
係
す
る®
 

大
事
項
に
付
て
は
監
督
者
杧
る
名
の
愼
重
靈
の
上
萬 

已
ひ

を
#

^

る

の

必
喪
之
有
ら
次
ろ

限
：^
!

1

6

に
不
當 

の
干
渉
を
爲
す
可
か
ら
次
る
や
言
を
俟
杧
t

。
如
何
と 

な
れ
ぱ
濫
6

に
自
治
體
0

自
由
を
抑
壓
す
る
は
自
治
體 

の
人
格
を
認.
め
杧
る
根
本
の
趣
旨
に
背
反
す
れ
ぱ
也
。

又
國
家
矽
自
治
體
を
監
督
す.る
や
、
決
し
て
後
見
锴 

の
被
後
見
者
に
臨
ひ
が̂

き
員
«

を
以
<

す

^

か

ら

少 

後
見
は
後
見
人
於
被
後
見
人
の
利
益
の
爲
め
に
被
後
見 

人
に
保
護
を
加̂

る
名
の
な
6

。
自
治
體
_

に
對
す
る
_

 

家
の
監
督
は
則
ち
然
ら
夾
、
國
家
は
國
家
の
利
益
の
へ
爲 

め
に
國
法
に
準
據:1
.

て
.

治
體
0

行
動
を
監
視
す
る
？ 

の
に
し
<

、
自
治
體
の
利
益
の'
爲
め
に
自
治
體
を
保
護.

|

I
J

I
I
I1

j
I
含I
i
§mI

I

1I

iI
SII

す
る
に
あ
ら
岁
。
自
治
體0
.

利
益
は
自
治
體
启
身
最̂p

 

能
く
之
れ
を
知
れ
ば
な
ム
ノ0

夫
れ
然
6

、
政
府
炅
は
其 

の
代
表
者
财
自
治®

の
利
益
を
名i

し
て
自
治
*

に̂
 

當
の
千
渉
を
爲
す
财
如
き
は
正
に
自
治
權
の
.

蹂
W

IC

し 

て
深
べ
戒
し
め3'
'

る
可
か
.

ら
3'
'

厶
3

6

。

靜
的
黢
督
作E

 

自
治
行
政
監
督
の
形
式
は
自
治
體
の
a

類
に
依
み
.
<
 

自
炉
ら
相̂
^

^

ら
次
る
可
か
ら̂

と
雖
名
、
之
を
槪
說 

す

れ

ば

靜

的

監

督

作

用

及

び

®'
的

監

督

作

用

の

ニ

に

力
 

別
す
る
乙
と
を
得
。
靜
的
監
督
作
用
と
は
自
治
行
政
の 

狀
況
を
靜̂

^

る
t

I

t

目
的
i

す
る
監
督
作
用
を
云 

ひ
動
的
監
督
作
用
と
は
自
治
體
の
行
爲
を
許
否
し
、
停 

业
し
、"
若
べ
は
取s

し
、
自
治
體
の
機
關
を
解
體
し
、 

自
治
行
政
の
實
行
を
强
制
ず
る
等
自
治
體
の
行
動
を
a

 

限
し
、.
强
要
し
、
若
し
く
は
禁
土
ず
る
乙
と
を
目
的
と 

す
る
監
督
作
用
を
云
ふ
：。
灭
動
的
.監
督
作
用
は
之
を
事 

前
監
督
及
び
事
後
監
督
の
.

〗

一
類
に
大
別
す
各
こ
と
を
得 

.

ぺ̂

;;
°

然
卜
而
し
そ
聽
敦
前
監
督_

用
を
蒐
.

に
細
別
.
_

し
て
認
可
、
決
定
、.及
？

3

自
治
體S.
意

思

作

成

の

，
三

と 

爲
し
、
叉
事
後
監
督
依
用
を_
別
しy
積
極
的
下
#
行 

爲
、
消
極
的
下
命
行
爲
、
直
接
强
制
、
解
散
及r>
懲
戒 

の
四
行
爲
と
爲
す
。
,.

靜
的
監
督
作
用
を
分
つ
て
視
察
行
爲
及
び
要
求
行
爲 

の1
1

種
义
爲
す
。
視
察
行
爲
と
は
郎
も
監
督
宫
廳
ょ
^

s

 

官̂

を
-

»

し
て
自
治
行
政
の
狀
況
を
實
地
に
探
査
す
- 

る
を1

K
、

ふ
0

自
治
體
Id

:
監
督
官
の
臨
檢
を
受
忍
せ
次
る 

可
於
ら
步
。
■自
治
行
政
の
規
況
を
解
せ
少
し
て
監
督
權 

を
行
使
す
る
こi
K

可
能
な
れ
ぱ
也
？
之
と
同
勝1C®: 

督
官
廳
は
自
治
體
を
し
て
報
告
必
喪
書
類
等
を
提
出
せ 

し
む
，る
こi

を
得
。
是
卽
ち
鍵-
1C

所
爾
.要
求
行
爲
に
し 

て
、
こ
の
要
求
行
爲
は
動
的
監
瞥
作
用
杧
る
下
命
行
爲 

と
異
な
れ
6

、
何
と
な
れ
ば
前
者
»
後
者
の
如
く
自
治 

&

o'

行
爲
.

を
_
.要
*

若
く
，
«

禁
01
:

す
る
.乙
と
を
究
極
の
目 

的
と
爲
3

が
れ
ば
也
。
.：換
言
す
れ
ば
監
督
官
廳
於
自
治 

體
の
報̂

を
要
求
す
る
»
自
治
行
政
の
現
況
を
免
る
，の 

方
使
に
.

過
ぎ
3'
'

^

:

ば
な
-

0

^

.



o

穴
、
動
的
雞
督
作
圈

(

.
a

)
事
前
監
督 

(

ィ)
®
可

事
前
監
督
作
用
は
叉
之
を
豫
防
的
監
督
作
用
i

云

ふ

\ 

&

を
得
べ
く
、
換
言
す
れ
ば
自
治
馓
の
行
動
を
豫
め
適
一 

當
の
範
II

に
局
限
せ
ん
と
す
る1

督
作
用
の
爾
な6

。

一
 

其

の一

は
認
可
と
し
て
现
は
る
。j
切
の
事
®
を
自
治 

體
の
自
A

決
®
に
任
ず
る
肺
は
胂
に
阈
家
の
利
害
を
無 

視
す
る
の̂

^

な
き
に
あ
ら
卞
、
乂
斯
か
る
危
險
な
し

\

 

と
す
る
名
少
な
く
と
？

p

自
治
體
の
行
動
を
し
てII
*
の 

利
害
と
相
货
馳
す
る
财
如
き
こ
と
な
か
ら
し
む
る
の
エ 

M

を
®

す
る
乙
と
肝
要
な6
0

而
し
て
g

治

體

を

し

てj 

監
督
官
廳
のK

可
を
受
け
し
む
る
は
卽
ち
其
の
一
方
便

| 

杧
6

。
若
し
g

自
治
體
に
し
て
認
可
を
要
す
る
事
項
を 

認
可
を
受
け̂

し
て
爲
し̂

る
滕
は
、
監

督

宵

廳

は

後| 

述
す
る
所
の
動
的
事
後
監
督
作
用
に
依
つ
て
其
の
行
爲 

の
#

效
«

る
こ
i

を
宣
言
せ̂

る
可̂

ら
ず
。
又
認
可 

は
自
治
體
の
發
案
を̂

部
的
に
許
否
す
る
に
业
ま6

、

修
正
權
を
伴
は
ヤ
0
る
を
原
則
と
す
る
$
、
法
你
於
#
lc 

修
正
權
を
認
め
^
る
場<

3

に
在
6
y
t
t、
監
督
宵
廳
沢 

特
に
修
芷
し
杧
る
範
隨
内
に
於
て
自
治
體
の
意
思
を
作 

成
し
^
る
名
の
i
解
す
可
き
な
6
。

(

こ

決

定
'

自
治
體
は
軍
に
推
®
の
權
を
苻
し
、
之
を
確M

す
る 

終
局
の
權
限
を
有
せ3'
'
る
こ〜

.有
6
。
例
へ
ば
市
#

於 

推
«
せ
る
三
名
の
市
長
候̂

^
1中

ょ

ろ

.刺

裁

を

以

て

市 

長

を
.選
任
す
る
が
如
き
場
合.卽
是
れ
な
6

。
' 

,

(
V
)

自
治
體
，の
意
思
作
成 

歲
瞥
官
廳
の
決
定
し
^
る
意
思
が
直
接
自
治
體
の
意 

思
と
し
て
效
カ
を
發
す
るt

i

有
6

。
例
へ
ば
町
村
制 

第
三
十
八
條
の
規
定
す
る
場
伶
の
如
し
。
卽
ち
其
規
定 

に
日
く
、

「

將
別
の
事
情
ぁ
る
町
村(

脔
ll
l

r

村
制
に
爾
ふ 

所
の
小
町
村)

に
於
て
は
挪
丧
は
府
縣
知
事
の
許
可
を 

得
て
其
の
町
村
を
し
て[1
1

]

利
會
を
設
け
少
、S1
擧
權
を 

有
す
る
町
村
公
民
の
總
會
を
以
て
之
に
充
て
し
む
る
こ 

と
を
得」

と
。
要
す
る
に
代
饑
機
關
を
設
く
る
は
多
數

の
公
民
を
一
所
に
會
し
て
事
を
議
せ
し
む
る
こ
と
の
圃 

難
な
る
に
基
因
す
る
？
の
な
れ
ば
、
公
民
の
總
べ
て
を 

一
所
に
集
會
し
て
公
事
を
饑
す
る
こ
と
の
可
能
な
る
小 

ti
l

l

村
に
於
て
は
町
村
公
民
のf̂
a

機

關

に
代
ふ
る
に
之 

i

同
一
の
權
限
を
有
す
る
公
民
の
總
會
を
以
て
す
る
は 

適
切
の
措
置
と
爾
ふ
可
き
な6
0

 

人
b

y

事
後
監
督

(

ィ)

積
極
的
下
命
行
爲 

積
極
的
下
命
行
爲
に一
一
植
罾
ぅ
。

一
は
自
治
體
舣
法 

律
上
爲
す
可
き
義
務
を
履
行
せざ

る
場
合
に
於
て̂

0

 

官
廳
胗
義
務
の
履
行
を
命
梦
る
行
爲
に
し
て
、
他
の
一 

は
監
督
官
廳r

法
律
上
の
特
別
の
极
據
に
基
き
自
治
體 

に
新
な
る
義
務
を
賦
課
す
る
行
爲
な
6

。
前
者
は
法
律 

上
旣
定
の
義
務
を
宣
言
す
る

u

止
f

、
監
督
權
の
當 

然
の
作
用
な
る
？
後
者
は
自
^
®
に
新
な
る
義
務
を
課 

す
る
？
の
な
れ
ば
必
梦
法
の
特
別
の
根
據
な
か
る
可
か 

ら
*

。
傅
染
病
豫
防
法
に
於
て「

地
方
長
官
は
必
要
と 

S

ひ
る
場
合U

於
<

市
赃
村
.
.に
對
し
傳
_

豫
防
委
員

の
諛
：置
、
淸
潔
法0

施
行
、
凰
族
の
驅
除
、

病
院
の 

設
懂
等
を
命
ヒ
得
る
こ
と
を
規
定
し
^

る
は
其
の
一
例

I

 

(

こ
消
極
的
下
#
行
爲

旣
に
決
定
し
把
る
自
治
體
の
意
思
舣
違
法
叉
は
窖
公 

益
と
認
め
ら
る
、
場
<
ロ
に
於

V
、

監
督
官
廳
は
之
を
停 

\

Jt

し
若
く
は
取
消
す
こ
と
を
得
る
ぢ
の
な
6

。
其
の
違 

法
な
る
場
合
は
明
白
な
る$
、
公
益
に
反
す
る
や
否
や 

は
判
定
に
苦
し
ひ
場
合
多
か
る
可
し
。
是
を
以
て
監
督 

宫
廳
は
明
於
に
公
益
に
反
す
と
認
め
得
る
場
合
の
外
、 

自
治
體
の
意
思
を
尊
童
せ
次
る
可
か
ら
少
。
若
夫
れ
上 

級
監
督
官
廳
舣
盾
治
體
の#
#.
y

關
す
る
下
級
監
督
官 

廳
の
命
令
芡
は
處
分
を
違
法
若
く
は
不
當
と
認
む
る
滕 

は
、
直
に
之
を
停
止
し
、
叉
は
取
悄
す
ひ
と
を
得
べ
.し 

\

市
制
第
百
六
十一

條

u
「

上
級
監
督
宫
廳
は
下
級
監
督 

宫
廳
.

の
.

市
の
監
督
に
關
し
て0

U

fc

る
命
令
又
は
處
分 

を
.

停
止
し
、
叉
は
取̂

す
こ
■

と
を
#

J

i

規
定
せ
る
は
其 

の
一
例
な
か
。



(

ハ)

直
接
强
制 

爱
に
直
接
强
制
と
申
す
は
强
制
豫
算
、
强
制
支
出
、 

代
議
浃
、

.

代
執
行
、
及
び
吏
員
の
選
任
事
を
總
#

h

る 

劣

^

と

ず

。

自
治
體
に
於
て
必
双
な
る
經1

を
»

算
に
計
上
せ̂
 

る
滕
は
、
監
督
官
廳
自
か
ら
其
の
經
費
を
豫
算
に
計
上 

す
可
—

、
又
自
治
體
に
於
て
必
；
#

な
る
支
出
を
爲S

か 

る
滕
は
監
督
官®

M

介
ら
支
狒
命
令
を
發
し
、
其
の
友 

出
を
爲
名
し
む
る
乙
と
を
得
。
換
言
す
れ
ば
監
督
官
廳 

の
#

^

し
杧
る
豫
#

若
く
は
支
拂
#
令
胗
自
治
體
の
豫 

算
若
く
は
支
狒
命
令
と
し

y

法
律
上
の
效
力
を
發
す
る 

名
の
に
し
て
、
卽
ち
直
接
强
制
の
一
手
段
把
ろ
。

f

 

と
雖
名
、
こ
の
權
限
を
自
治
體
の
隨
意
支
出
に
名
及
ぼ 

す
に
至
ヶ
て
は
自
治
權
^
,
蹂
画
す
る
の
甚
し
き
名
の
と 

云
は
5'
'

る
可
か
ら
梦
。
自
治
體
の
議
決
機
關
财
召
集
に
- 

應

寥

る

か

、.
成
立
せ
次
る6

、
又
は
議
決
す
可
き
事

項
を
議
決
せ
次
る
肪
は
、
監
督
官
廳
に
於
て
其
の
^
決 

に
代
石
可
き
意
思
を
決
定
す
.る
の
權
を
有
せ
次
る
可
か 

ら
步
。
是
れ
卽
ち
代
議
決
の
權
な6

。
市
制
第
九
十I 

*

«

0

0
項
に
於
て
-1
!

|

.

31
は
#

參
*

#

舣
議
決
ず
^
き 

事
項
を
議
決
せ
次
る
蹄
、
市
長
舣
當
該
事
項
に
付
き

v

 

府
，縣
參
事
會
の
議
決
を
請^

乙
と
を
規
定
し
^
る
は®

I
.

の一

例

f

o

:

叉
市
制
第
百
六
十
三
條
第

1

一
項
に
於v

 

-「

市
長
、
其
他
の
吏
員
其
の
執
行
す
可
き
事
件
を
執
行 

せ
次
る
脖
は
府
縣
知
事
叉
は
其
の
藥
任
を
受
け
^
る
宫 

.
•

吏
員
之
を
執
行
す
るt
i

を
得」

.

と
規̂
;

せ

る

は@|
]

ち
 

代
執
行
の一

例
な
6

0

此
の
場
合
に
於
て
、
費
用
は
自
治 

體
の
負
撳
と
ザ
。
文
市
制
第
六
十
四
條
第

1

項
に
於
<

'
 

市
長
、
助
役
、
收
入
役
、
叉
は
副
收
入
役
に
故
障
あ
る 

i

き
、
監
督
官
靡
が
臨
滕
代
理
者
を
選
任
し
、
其
の
職 

務
を
管
掌
せ
し
め
る
こ
と
を
規
定
し
杧
る
は
卽
ち
監
督 

官
廳
の
吏
員
選
任
權
を
認
め.
#

る
？
■

の
に
し
て
、
此
の

i

i

i

i

場
合
、
臨
脖
代
理
者
は
當
該
自
治
髓
の
吏
員
^
る
名
の 

i

す
0

.

つ
こ
解
散
及
び
懲
戒 

以
上
述
べ
允
る
名
の
、
外
、
監
督
官
廳
は
或
は
自
治 

體
の
機
關
を
改
造
し
、
或
はIKM

を
懲
戒
す
る
こ
と
を 

得
べ
し
。
以v

自
治
體
に
對
す
る
國
家
監
督
權
の
如
何 

に
廣
大
な
る.
か
を
知
る
可
き
な6

。
陳
家
は
自
治
體
の 

違
法
行
爲
は
勿
論
、
其
不
當
の
行
爲
に
對
し
て
名
亦
充 

分
な
る
干
涉«

を
留
保
し̂

6

。
自
治
體
の
行
爲
'が
適 

法
な
る
可
き
は
勿
論
な
る
；

P
、

何
於
公
益
に
適
す
る
か 

は
自
治
體
自/P
ら
認
定
す
る
の
-械
能
を
有
せ3''

る
可
沪 

ら
岁
、
監
督
官
廳
を
し
で
白
治
馓
の
公
益
認
筮
權

i

吵 

で
千
涉
せ
し
む
る
は
吾
人
の
寒
心
に
堪
へ

f
o

る
所
な 

6

。

(

完

)

.

.

七 
o

3t

雜

錄

'
經
濟
蟲
の
前
九
後
三
年
の
役

.

松

本

彥

次
»|
5

戦
記
物
語
a

ど
我
國
思
性
に
影
響
を
與
へ
允
名
の
は 

あ
る
ま
い
、
日
本
歷
皮
の
大
部
分
は
戰
爭
史
で
あ
ゐ
己 

と
は
大
IE

の
今
B

i

雖
名
#

免
る
s

 

S

J

itt

出
來
なS

 

吉
田
東
伍
氏
の
倒
叙
日
本
史
は
多
.少
の
非
難
は
あ
る
に 

し
て
3

室
町
胂
代
の
土
地
制
度
の
矶
双
に
つ
.

い
<

i

 

し
あ
る
は
從
來
の
缺
點
を
補
は
る
、
名
の
で
蘗
田
傅
士 

の
蒲
考
及
古
事
類
苑
政
治
鄧
其
他
の
土
地
制
に
關
し 

<
の
餅
究
は
鎌
倉
胁
代
以
後
は
幽
載
の
尾
の
如
く
消
え 

て
頭
||
6

.

の
福
助
と
同
ー
令
あ
る|
に̂

じ
。
吉
田
«
士 

は
室
町
®

代
以
；
h

に
つS

て
論
b

て
ね
る
。
從
來
は®
 

爭
趣
味
に
i

ら
は
れV

大
名
の
領
地
そ
の
ヰ
の
に
は
注 

意
は
足
ら
な
か
つ
*
の
で
戰
爭
の
趣
味
は
國
民
の
思
想 

を
支
酣
し
宂
證
據
で
あ
る
。
：0

興
味
的
嫂
樂
の
讀
み 

>
^
u 

の
の
今
！

の)

中
-̂

最
^

^

^

い-
\
J

 

信
^

a
X
v

 

る
、
の
は
前
九
年
役
を
叙
述
じ
^
る
陸
奥
話
記
と
後
三

' 

.

七
九
-

■
i

t


